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市
民
の
声
・
議
会
の
主
な
動
き

  ３日　広報分科会
４日　広報分科会、広聴分科会、県南地域市議会議員研修会
５日　スポーツ振興議員連盟意見交換会
11日　厚生常任委員会視察研修（～13日福井県
           越前市、石川県金沢市・加賀市）
17日　総務文教常任委員会協議会、公共施設の在り方
           に関する調査特別委員会、ペーパーレス会議シ
           ステム講習会、広聴分科会、ＦＭ議会番組収録
18日　議会改革推進会議
19日　全国市議会議長会研究フォーラム in 静岡（～20日）
24日　総務文教常任委員会協議会、産業建設常任委員
           会視察研修（～26日　新潟県新潟市・十日町市）
27日　全員協議会、会派代表者会議、タブレット
           端末導入推進会議
31日　議会運営委員会視察研修（～11月2日　北海
          道芽室町・帯広市）

  ４日　ＦＭ議会番組収録
  ９日　全国市議会議長会理事会、厚生常任委員会協議会
11日　秋田県市議会議長会議員研修会
15日　総務文教常任委員会協議会
16日　Ｙ８サミット創快横手市議会、公共施設の
           在り方に関する調査特別委員会
17日　広報分科会、タブレット端末導入推進会議
21日　正副委員長会議、全員協議会、議会運営委員
           会、広聴分科会
22日　秋田県市議会議長会臨時会
24日・25日　ＦＭ議会番組収録
28日　12月定例議会（～12月14日）、議会運営委員会

  １日　広報分科会
  ５日　議会運営委員会
  ７日　議員懇談会
  ８日　総務文教常任委員会協議会
12日　正副委員長会議、議会運営委員会、公共施
           設の在り方に関する調査特別委員会、スポ
           ーツ振興議員連盟条例の検証会
13日　広報分科会、議員懇談会、総務文教常任委員会協議会
14日　議員懇談会、議会運営委員会
19日　広報分科会、ＦＭ議会番組収録
20日　タブレット端末導入推進会議視察研修
           （～21日　愛知県安城市、東京都中央区）
21日　ＦＭ議会番組収録
22日　広報分科会、消防議員連盟研修会
23日　広報分科会
27日　議員懇談会

10月

11月

12月

議会の主な動き議会の主な動き
平成28年10月～12月

  

　

12
月
６
日
に
、
山
内
小
学
校
６

年
生
の
皆
さ
ん
が
一
般
質
問
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
議
場
に
入
っ
て
く
る
と
き
、
全

　

員
礼
を
し
て
入
り
、「
お
は
よ

　

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

　

を
し
て
い
た
の
で
、
聞
い
て
い

　

た
私
も
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま

　

し
た
。

●
意
見
に
説
得
力
が
あ
り
、
私
た

議
会
を
見
学
し
て
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　県
内
の
議
会
で
２
例
目
と
な
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
後
、
い
よ
い

よ
今
議
会
か
ら
本
格
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活

用
し
た
議
員
活
動
と
議
会
運
営
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
行
っ
た
議

員
は
、
現
在
の
定
数
に
な
っ
て
か
ら

は
過
去
最
高
の

　人
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
ペ
ー

ジ
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い

つ
も
よ
り
読
み
応
え
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　表
紙
の
写
真
も
引
き
続
き
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
我
こ
そ
は
と
思

う
写
真
愛
好
家
の
皆
様
に
は
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　（髙
橋

　和
樹
）

◇
広
報
広
聴
委
員
会
広
報
分
科
会
◇

　
　分 

科 

会 

長

　佐
々
木    

誠

　
　副
分
科
会
長

　奥 

山  

豊 

和

　
　委

　
　
　員

　髙 

𣘺  

聖 

悟

　
　
　
　
　
　
　
　髙 

橋  

和 

樹

　
　
　
　
　
　
　
　佐 

藤  

誠 

洋

　
　
　
　
　
　
　
　立
身 

万
千
子

　
　
　
　
　
　
　
　阿 

部  

正 

夫 １２

１５

議会を見学する山内小学校６年生の皆さん

　

ち
の
話
し
合
い
で
も
議
員
さ
ん

　

の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
し
た
意

　

見
を
言
え
る
よ
う
に
し
た
い
で

　

す
。

●
議
員
の
質
問
は
、
い
つ
解
決
し

　

て
、
実
行
す
る
の
は
い
つ
な
の

　

か
気
に
な
り
ま
し
た
。

●
工
業
が
盛
ん
に
な
れ
ば
人
が
戻

　

っ
て
来
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

　

せ
ん
。
私
は
秋
田
で
暮
ら
し
た

　

い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
っ

　

て
い
く
と
う
れ
し
い
で
す
。

●
自
然
を
大
切
に
し
て
、
環
境
が

　

良
い
ま
ち
に
な
る
た
め
に
、
自

　

分
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら

　

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
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12
月
定
例
議
会
は
11
月
28
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
17
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
同
意
案
件
２
件
が
提
案
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に
佐
々
木
雅

子
氏(

平
鹿)

を
任
命
す
る
案
と
、
公
平

委
員
会
委
員
に
大
嶋
秀
夫
氏(

雄
物
川)

を
再
任
す
る
案
に
同
意
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
施
設
の
機

能
移
転
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の

議
案
16
件
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
は
陳
情
と
共
に
所
管
す
る
常
任
委
員
会

と
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た

　

改
正
の
内
容
は
、
都
市
公
園
内
の
体
育

施
設
と
社
会
体
育
施
設
の
管
理
を
、
市
長

が
指
定
す
る
も
の
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
改

正
案
に
２
人
の
議
員
が
討
論
し
ま
し
た
。

●
反
対
討
論

　

赤
坂
総
合
公
園
、
横
手
体
育
館
、
武
道

館
の
３
つ
の
施
設
を
対
象
に
す
る
と
提
案

し
て
い
な
が
ら
、
横
手
体
育
館
と
武
道
館

　

８
億
４
５
０
万
円
を
増
額
す
る
補
正
予

算
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
費

　

補
助
金
の
確
定
に
伴
う
償
還
金

３
億
５
９
１
６
万
５
千
円
の
増
額

●
保
育
単
価
の
上
昇
に
伴
う
負
担
金

　
　
　
　
　

８
４
６
２
万
８
千
円
の
増
額

12
月
定
例
議
会
の
あ
ら
ま
し

横
手
市
都
市
公
園
条
例
及
び
横
手

市
社
会
体
育
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決

会派・議員名

案件名

◆議案第115号
　横手市都市公園条例
　及び横手市社会体育
　施設設置条例の一部
　を改正する条例

○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ● 否決1012

・佐藤忠久議長は採決に加わりません。   　　     ○：賛 成   ●：反 対   欠：欠 席
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました

賛　否　一　覧　表　　（平成28年12月定例議会）

◇   陳 情 の 審 査 結 果   ◇

　陳情５件が審査され、次のような結果になりました。（敬称略）
継続審査

陳情者の申し出による取り下げ

採　　択
・地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求めること
　について
・介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める
　ことについて 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しに
　あたり、現行制度の継続を求めることについて
　　　　　　
・福地小学校跡地への福地地区拠点施設の建設について

（秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　渋谷　一）

（秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳）

（秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳）

（福地地区会議　議長　佐々木　宏）

・「えがおの丘」温水プール存続についての陳情
（えがおの輪　会長　門間　諭）

・福地小学校跡地に地区交流センターを建設することに
　ついての陳情

（雄物川地域づくり協議会　会長　佐藤　誠　ほか１名）

　反

　対

　賛

　成

奥
山

　豊
和

髙
橋

　和
樹

佐
藤

　忠
久

佐
藤

　清
春

土
田

　祐
輝

遠
藤

　忠
裕

小
野

　正
伸

佐
々
木

　誠

菅
原

　惠
悦

齋
藤

　光
司

阿
部

　正
夫

菅
原

　正
志

本
間

　利
博

佐
々
木
喜
一

塩
田

　
　勉

播
磨

　博
一

寿
松
木

　孝

木
村

　清
貴

髙
𣘺

　聖
悟

佐
藤

　誠
洋

加
藤

　勝
義

青
山

　
　豊

立
身
万
千
子

土
田
百
合
子

蒼

　生

み
ら
い
横
手

新風の会 さきがけ 市民の会 新政会 表決数 議
決
結
果

公
明
党

日
本
共
産
党

後
、
議
案
な
ど
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
市
長
提
案
の
議
案
15
件
を

可
決
、
１
件
を
否
決
。
陳
情
１
件
を
継
続

審
査
、
４
件
を
採
択
。
議
会
提
案
の
意
見

書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

の
２
つ
の
施
設
に
し
て
し
ま
う
の
は
あ
い

ま
い
だ
。
と
も
す
れ
ば
指
定
管
理
者
に
業

務
を
丸
投
げ
し
、
市
の
担
当
部
局
の
業
務

を
軽
減
す
る
、
あ
る
い
は
市
の
財
政
負
担

を
軽
減
す
る
と
い
っ
た
側
面
に
重
点
を
置

き
が
ち
な
市
の
姿
勢
を
懸
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
準
備
が
整
わ
な
い
も
の
を
提
示
し
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
条
例
は
、
い
ま
急
い
で
改

正
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
賛
成
討
論

　

今
後
の
横
手
市
の
財
政
を
も
と
に
社
会

体
育
施
設
の
方
向
性
を
考
え
る
上
で
、
指

定
管
理
者
制
度
は
１
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

　

施
設
を
有
効
活
用
し
て
市
民
の
健
康
増

進
や
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

支
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
行
政
で
は
で

き
な
か
っ
た
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
ア
イ

●
塩
田
勉
議
員　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
異
動
。

●
土
田
百
合
子
議
員　

議
会
運
営
員
会
へ

　

加
入
。　
　
　
　
　
　
（
菅
原　

惠
悦
）

　

平
成
28
年
12
月
15
日
付
で
、
国
会
や
関

係
行
政
庁
に
要
望
し
ま
し
た
。

●
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制 

　

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

●
介
護
保
険
の
給
付
縮
小
・
負
担
増
を
中

　

止
し
、
充
実
を
求
め
る
意
見
書

●
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

　

負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現
行
制

　

度
の
軽
減
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

3

月
定
例
議
会
の
概
要

12
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　平成 28 年10 月４日に、齊藤勇議員
（十文字・68歳）が逝去されました。
　故齊藤議員は、昭和63年４月から平
成17年９月まで、旧十文字町議会議員
として、平成21年10月からは横手市
議会議員として、通算 24年６カ月の長
きにわたり市政の発展にご尽力されま
した。
　その間、旧十文字町議会では産業常任
委員長の要職を務められるなど、主に産
業分野の常任委員会に所属し、市の基幹
産業である農業の発展のため、多大な貢
献をされました。
　ここに故人のご功績を偲び、謹んでご
冥福をお祈りいたします。

齊藤 勇 議員逝去

月
定
例
議
会
の
概
要

12

デ
ア
を
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
提
案
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ

の
条
例
は
そ
の
方
向
性
を
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
10
、
反
対
12

（
欠
員
２
、
欠
席
１
、
議
長
除
く
）
で
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
を
国
等
に
提
出

委
員
会
の
委
員
構
成
を
一
部
変
更

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容



問

問問

答

答 答

問

問問

問問問 答答答

答 答

答

答答 問問

　
　

新
年
度
予
算
の
重
点
施
策

を
問
う
。

　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
要
望
の
高
い

順
は
「
雪
国
の
快
適
な
暮
ら
し

の
実
現
」「
企
業
誘
致
の
推
進

と
雇
用
対
策
」「
子
育
て
支
援

の
充
実
」が
ト
ッ
プ
３
で
あ
る
。

今
後
は
選
択
と
集
中
に
よ
る
既

存
事
業
の
見
直
し
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
民
満
足
度
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
の
大
半
が
高
齢
者
で
あ
り
、

そ
の
７
割
が
通
院
の
手
段
と
し

て
使
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
直

接
医
療
機
関
ま
で
行
け
な
い
エ

リ
ア
も
あ
り
、
利
便
性
を
考
え

る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
直
接
バ
ス
ゾ

ー
ン
へ
の
乗
り
入
れ
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
、見
解
を
問
う
。

　
　

平
鹿
総
合
病
院
や
市
立
横

手
病
院
ま
で
デ
マ
ン
ド
交
通
で

直
接
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
利
用
し
づ
ら
い
な
ど
の
意

見
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
解
消
に
向
け
て
集
中
的
に

協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
事
業

者
間
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、

現
状
の
シ
ス
テ
ム
で
運
行
を
継

続
し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る

こ
と
は
望
ま
し
く
、
引
き
続
き

解
決
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　

カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
色

彩
選
別
機
の
導
入
促
進
を
。

　
　

カ
メ
ム
シ
被
害
防
止
に
は
、

適
期
の
草
刈
り
を
基
本
に
、
集

落
ぐ
る
み
の
一
斉
防
除
や
無
人

ヘ
リ
を
活
用
し
た
対
策
が
有
効

と
考
え
て
い
る
。
色
彩
選
別
機

の
導
入
効
果
は
十
分
認
識
し
て

お
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
任
を
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新
た
な
地
域
づ
く
り
組
織

の
方
向
性
に
つ
い
て
具
体
策
を

問
う
。

　
　

平
成
29
年
４
月
か
ら
14
公

民
館
で
（
仮
称
）
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
化
を
本
格
実
施
す
る
こ

と
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
は
、
公
民

館
等
を
活
動
拠
点
と
し
た
地
域

住
民
か
ら
な
る
自
主
組
織
を
形

成
し
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
活
動
や
「
自
主
・
自
立
・
協

働
」
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

職
員
配
置
は
現
行
の
体
制
を

引
き
継
ぎ
、
平
成
29
年
度
の
運

営
費
は
目
的
達
成
の
た
め
の
予

算
配
分
を
検
討
し
て
い
る
。

　

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
実
施

で
き
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
公
民
館
事
業
や
貸
館
業

務
を
行
い
、
地
区
会
議
を
母
体

と
す
る
自
主
組
織
の
立
ち
上
げ

も
視
野
に
地
域
と
の
協
議
を
行

っ
て
い
く
。

　
　

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
推
進

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登

録
さ
れ
た
目
的
は
何
か
。

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
強
豪
国

で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

と
相
互
交
流
を
進
め
、
地
域
の

活
性
化
や
観
光
・
産
業
振
興
、

教
育
の
国
際
化
な
ど
に
つ
な
げ

る
た
め
、
新
た
な
可
能
性
を
模

索
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
活
動
展
開
は
ど
う

な
る
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
と
つ
な
が
り
の
あ
る
市
内

企
業
や
同
国
出
身
の
市
内
在
住

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

市
民
に
文
化
や
慣
習
の
違
い
を

体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
全
市

一
帯
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
く
。

　
　

市
民
の
関
心
が
高
ま
る
に

は
事
前
合
宿
の
誘
致
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

他
の
自
治
体
と
競
争
に
な

る
と
思
う
が
、
県
や
北
都
銀
行

の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
三
位

一
体
で
合
宿
誘
致
を
図
る
。

菅　原　正　志 議員

播　磨　博　一 議員土　田　祐　輝 議員

地域拠点組織化をいつまでに

ホストタウンの効果をどう生かすかデマンドタクシーのバスゾーン乗り入れを急げ

３年～５年をめどに市内全域を目指す

イスラム圏のインバウンドにも対応できる体制につなげられる利便性向上のため、今後も協議を続けていく

Q

QQ

A

AA

　
　

庁
舎
の
洋
式
数
の
割
合
は

40
％
で
、
温
水
洗
浄
便
座
付
き

比
率
は
26
％
、
公
民
館
の
洋
式

数
は
44
％
で
、
温
水
洗
浄
便
座

付
き
比
率
は
17
％
、
学
校
で
は

洋
式
の
割
合
が
48
％
で
あ
る
。

　

既
存
施
設
に
つ
い
て
も
導
入

の
必
要
度
等
を
把
握
し
、
設
置

の
可
能
性
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　

Ｙ
８
サ
ミ
ッ
ト
創
快
横
手

市
議
会
に
お
け
る
当
局
答
弁
の

実
行
性
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

各
校
の
指
導
者
と
教
育
指

導
課
と
で
総
括
す
る
た
め
の
会

議
を
行
う
予
定
。
今
回
提
案
さ

れ
た
政
策
を
も
う
一
度
整
理
し

た
上
で
、
来
年
度
の
活
動
方
針

を
決
め
た
い
。
に
対
し
て
う
そ

　
　

市
長
は
再
度
訪
問
し
て
働

き
か
け
を
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　

競
合
す
る
他
の
自
治
体
に

先
駆
け
て
訪
問
し
た
い
気
持
ち

は
あ
る
。
そ
の
時
は
市
と
議
会

が
一
体
で
お
迎
え
し
た
い
と
い

う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
う
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村

に
横
手
の
農
産
物（
花
を
含
む
）

を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

食
材
の
調
達
基
準
は
検
討

中
の
よ
う
だ
が
、
開
催
期
間
は

ス
イ
カ
や
夏
野
菜
の
最
盛
期
を

迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
、
関
係

機
関
と
連
携
を
と
っ
て
、
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

一
般
質
問　
播 

磨　

博 

一 

議
員

一
般
質
問　
菅 

原　

正 

志 

議
員
・
土 

田　

祐 

輝 

議
員
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　参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図る地方公共団体。
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問

問答答答

問 問

答

答

答答

問問

問問

問問問

答

答答 答

問

問問

答 答

答

　
　

家
庭
教
育
支
援
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
年
度
、
市
で
は
社
会
教

育
委
員
や
民
生
児
童
委
員
等
の

方
々
に
、
県
主
催
の
家
庭
教
育

支
援
指
導
者
研
修
会
へ
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

研
修
の
機
会
を
提
供
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
家
庭
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　
　

不
登
校
な
ど
、
深
刻
化
し

た
問
題
へ
の
支
援
は
当
然
だ
が
、

「
予
防
型
支
援
」
に
も
も
っ
と

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
　

市
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
心
の
教
育
相
談
員

を
配
置
し
て
教
育
相
談
を
行
っ

た
り
、
不
登
校
適
応
指
導
教
室

で
も
相
談
を
行
い
児
童
生
徒
や

保
護
者
の
不
安
や
悩
み
の
解
消

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
不
登

校
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

　
　

今
後
の
十
文
字
保
育
所
の

民
営
化
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
年
度
中
に
本
計
画
が
策

定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
来
年
度
に

は
民
営
化
ま
で
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
施
設
ご
と
に
示

し
、
慎
重
に
、
そ
し
て
丁
寧
に

進
め
て
い
く
。

　
　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
活
動

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

秋
田
市
と
潟
上
市
に
お
い

て
は
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
き
た
」

を
支
援
、
協
力
す
る
一
環
と
し

て
食
品
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
る
。
横
手
市
内
で
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組
も
う

と
す
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
含
め
て
支

援
策
を
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

 

・
増
田
町
荻
袋
、
安
養
寺
、
大 

　

和
沢
、
熊
渕
の
４
集
落
の
上

　

水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
市

歴史のある、あいのの温泉「鶴ケ池荘」

学力向上フォーラムで授業を視察する
教育関係者

●
公
共
温
泉
施
設
の
在
り
方
と

再
編
方
針
に
つ
い
て

　
　

市
長
は
昨
年
、
ご
自
身
の

任
期
の
折
り
返
し
地
点
に
、
そ

れ
ま
で
多
額
の
財
政
負
担
を
伴

い
、
ま
た
市
町
村
合
併
以
降
の

10
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
公
共
温
泉
施
設
の

再
編
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
１
年
経

過
し
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も

進
捗
状
況
は
明
ら
か
に
遅
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
何
が
原
因
で
誰

が
絵
を
描
い
て
音
頭
を
と
っ
て

い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。
よ

っ
て
、
こ
の
「
方
針
策
定
の
背

景
と
目
的
」
に
つ
い
て
、
１
年

前
と
考
え
が
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　

横
手
市
の
将
来
に
向
け
た

政
策
の
一
環
と
し
て
、
施
設
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に

し
、
具
体
的
・
抜
本
的
対
策
を

示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
こ
の
再
編
方
針
に
基

づ
き
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　
　
「
公
共
温
泉
施
設
が
抱
え

る
課
題
と
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ

髙　橋　和　樹 議員

土　田　百合子 議員

進捗が遅れている公共温泉施設の再編方針にブレはないか？

家庭教育支援の充実を

12 月議会中には改めて議会と協議したい　

「家庭教育支援チーム」の設置を進めている

Q

Q

A

A

い
て
、
こ
れ
を
掲
げ
た
１
年
前

と
現
状
が
変
わ
っ
た
の
か
。　

　
　

こ
の
再
編
方
針
に
基
づ
き

進
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
　

進
捗
状
況
が
遅
れ
て
い
る

が
た
め
に
、
各
地
域
で
温
泉
施

設
の
閉
鎖
や
廃
止
に
関
す
る
間

違
っ
た
情
報
が
流
れ
、
さ
ら
に

は
現
施
設
の
職
員
や
社
員
、
ま

た
公
募
予
定
者
側
も
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
の
か
。

　
　

進
捗
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

や
、
内
容
を
今
示
さ
れ
な
い
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

12
月
議
会
中
に
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
た
公
募
要
件
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
い
。
任
を
果
た

２ ●
人
口
減
少
克
服
に
つ
い
て　

  

　
　

こ
れ
ま
で
の
「
若
者
の
地

域
定
着
策
」の
成
果
と
課
題
は
。

　
　

結
婚
生
活
応
援
金
や
三
世

代
同
・
近
居
促
進
の
支
援
、
庁

内
イ
ク
ボ
ス
研
修
等
実
施
し
た

が
長
期
的
に
継
続
し
て
い
く
。

　
　

性
別
役
割
分
担
意
識
等
こ

の
地
域
に
お
け
る
精
神
風
土
へ

の
働
き
か
け
も
含
め
、
新
年
度

は
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画
担

当
の
部
署
を
設
置
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

　
　

地
域
交
流
の
拠
点
で
あ
る

Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階
に
、
地
域
づ
く

り
支
援
課
市
民
協
働
係
を
配
置

し
て
い
る
。
名
称
も
含
め
市
民

の
皆
様
に
、
よ
り
頼
り
に
な
る

窓
口
の
体
制
強
化
を
検
討
す
る
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

　
　

国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
現
在
、
市
長
は
国
の

動
き
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　

政
府
は
国
益
最
優
先
で
臨

む
と
思
う
の
で
、国
を
信
じ
る
。

市
で
は
農
業
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。　
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Ｙ２ぷらざ３階にある男女共同参画を
担当する市民協働係

髙　槗　聖　悟 議員

立　身　万千子 議員

増田まんが美術館の今後の整備について

ＴＰＰの制約から市民を守るため、中小企業振興条例と公契約条例の制定を！

当初の予算を上回って整備を進めていく

県条例に則り市の総合計画で中小企業の振興を推進する

Q

Q

A

A

も
の
と
考
え
る
。

　
　

信
用
で
き
な
い
。
世
界
に

向
け
る
な
ら
多
言
語
化
の
準
備

や
数
10
万
人
来
る
こ
と
へ
の
環

境
整
備
も
必
要
だ
。
先
進
施
設

で
は
飲
食
ス
ペ
ー
ス
も
重
要
で

あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、

そ
う
い
っ
た
議
論
が
な
い
で
は

な
い
か
。
考
え
が
甘
く
な
い
か
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
大
丈

夫
か
。

　
　

既
に
10
万
を
超
え
る
人
が

来
て
お
り
混
乱
は
な
い
と
思
う
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
財
産
経
営
推
進
計
画

・
高
校
の
再
編
に
つ
い
て

・
地
域
拠
点
施
設
整
備

　
　

米
国
次
期
大
統
領
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
離
脱
を
表
明
し
た
が
日
本
と

の
二
国
間
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
を
結
び
一
層
圧
力
を
強

め
る
動
き
が
あ
る
。
市
民
を
守

る
た
め
に
は
中
小
企
業
の
振
興

条
例
と
公
契
約
条
例
の
制
定
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

　
　

地
元
中
小
企
業
者
に
は
、

県
条
例
の
理
念
を
尊
重
し
、
地

元
企
業
の
技
術
向
上
、
販
路
拡

大
へ
の
取
り
組
み
等
、
引
き
続

き
市
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
事

業
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。
公

契
約
条
例
は
、
事
業
者
と
労
働

者
間
の
民
間
労
働
契
約
に
対
し

行
政
が
関
与
す
る
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
制
定
し
て
い
な
い
。

一
般
質
問　
髙 

槗  

聖 

悟 

議
員
・
立 

身 

万
千
子 

議
員

一
般
質
問　
髙
橋　

和 

樹 

議
員
・
土 

田  

百
合
子 

議
員

横手市議会だより  第48号  2017 ⁄ 1 ⁄ 15

　
　

工
事
着
工
間
近
に
な
っ
て

か
ら
次
々
と
出
て
来
る
計
画
変

更
。
そ
し
て
当
初
の
予
算
５
億

円
で
足
り
な
い
と
の
こ
と
。
何

を
ど
う
見
積
も
っ
た
の
か
。
計

画
が
安
易
す
ぎ
る
。
そ
れ
に
よ

り
肝
心
の
マ
ン
ガ
展
示
が
薄
く

な
る
な
ら
た
だ
の
建
物
整
備
だ
。

こ
れ
は
マ
ン
ガ
を
通
し
て
地
域

を
興
す
県
と
の
協
働
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。「
精
一
杯
の

５
億
円
、
青
天
井
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
」
と
の
弁
明
の
中
に

お
い
て
、
今
後
は
こ
の
整
備
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

展
示
内
容
の
充
実
化
、
法

令
に
伴
う
工
事
、
建
物
の
長
寿

命
化
の
た
め
の
追
加
工
事
を
す

べ
て
実
施
し
た
場
合
、
当
初
予

算
を
上
回
る
８
億
７
千
万
円
が

必
要
と
な
る
。
日
本
を
代
表
す

る
マ
ン
ガ
文
化
の
拠
点
と
な
り
、

世
界
に
横
手
市
を
情
報
発
信
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら

増
額
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

こ
の
予
算
で
収
ま
る
の
か
。

　
　

こ
れ
以
上
の
増
額
は
な
い

増田まんが美術館

※フードバンク…まだ食べられるのにさまざまな理由で処分される食品を食べ
　物に困っている施設や人に無料で提供する活動。

※イクボス…部下が育児と仕事を両立できるよう配慮したり、育休取得や短時
　間勤務などを行っても業務を滞りなく進めるために業務効率を上げ、自らも
　仕事と生活を充実させている管理職。

※

※



問

問

答

答答

問

問問

問

答答答

答答

答

問問

問問

問問

答

答 答

問

問問

答

答答

●
道
の
駅
十
文
字
に
つ
い
て

　
　

建
設
以
来
10
年
近
く
経
過

し
た
道
の
駅
の
現
状
は
。

　
　

平
成
19
年
９
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
直
売
所
の
物
産

販
売
等
に
よ
り
大
い
に
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
の
年

間
利
用
者
は
、
延
べ
43
万
人
を

超
え
て
い
る
。
直
売
所
の
販
売

額
も
４
億
４
千
万
円
と
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
る
。　

　
　

国
土
交
通
省
が
地
方
創
生

の
核
と
な
る
、
優
れ
た
取
り
組

み
を
し
て
い
る
道
の
駅
を
選
定

す
る
「
重
点
道
の
駅
」
に
つ
い

て
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　

現
在
「
重
点
道
の
駅
」
に

応
募
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
今
年
度
は
募
集
の

情
報
は
な
い
。
募
集
に
関
わ
ら

ず
、
道
の
駅
十
文
字
は
現
在
も

地
域
の
拠
点
と
し
て
大
い
に
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
場
で
あ

り
、
こ
こ
を
核
と
し
て
、
ひ
い

て
は
横
手
市
全
体
の
活
性
化
の

手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は

大
変
有
効
と
考
え
て
い
る
。

●
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
　

副
反
応
と
思
わ
れ
る
症
状

で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
へ
の
医

療
費
の
支
援
を
す
る
べ
き
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

予
防
接
種
に
伴
う
健
康
被

害
に
対
す
る
救
済
制
度
は
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
る
定
期
の
予
防
接
種
と
そ
れ

以
外
の
も
の
に
係
る
２
つ
の
救

済
制
度
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
制

度
も
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ

る
審
査
会
等
で
の
認
定
が
必
要

と
な
り
、
給
付
の
決
定
ま
で
相

当
数
の
日
数
を
要
す
る
。
現
段

階
で
は
市
独
自
の
費
用
給
付
な

ど
の
支
援
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
相
談
支
援
に
努
め
て
い
く
。 にぎわう「道の駅十文字」の直売所

　
　

地
域
の
発
展
と
地
域
局
機

能
の
縮
小
縮
減
と
い
う
、
相
反

す
る
目
標
を
掲
げ
、
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
８
つ
の

地
域
局
の
将
来
像
を
伺
う
。　

　
　

横
手
市
は
、
同
一
規
模
の

自
治
体
に
比
べ
職
員
数
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
職
員
採
用
を
最
小

限
に
抑
え
て
き
た
が
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

専
門
職
を
含
め
、
必
要
な
職
員

を
採
用
し
て
き
た
。
再
任
用
職

員
な
ど
、
技
術
や
経
験
を
有
す

る
職
員
を
地
域
局
や
庁
内
各
所

に
配
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
適

正
な
人
員
配
置
と
サ
ー
ビ
ス
維

持
の
両
立
を
目
指
し
、
検
討
し

て
い
く
。

　
　

定
員
適
正
化
計
画
の
職
員

数
は
、
類
似
団
体
を
参
考
に
算

出
し
て
い
る
が
、
大
切
な
の
は

今
後
の
本
庁
や
地
域
局
の
あ
り

方
を
ど
う
す
る
の
か
を
検
討
し

て
か
ら
目
標
と
す
る
職
員
数
を

設
定
す
べ
き
と
思
う
が
。　
　

　
　

類
似
団
体
に
合
わ
せ
な
い

で
、
専
門
職
を
採
用
し
た
り
し

加　藤　勝　義 議員

佐々木　　誠 議員

地域局の将来像は？

予防接種副反応者への市独自の支援は？

適正な人員配置とサービス維持の両立を目指し検討する　

現段階では予定していない

Q

Q

A

A

て
い
る
。
本
庁
と
地
域
局
の
あ

り
方
は
様
々
な
考
え
が
あ
る
。

こ
の
場
で
こ
う
す
る
と
決
定
的

な
話
は
で
き
な
い
。

　
　

生
涯
学
習
課
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
を
、
教
育
委
員
会
部
局

か
ら
市
長
部
局
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
に
移
管
し
た
が
、
本
来

は
教
育
委
員
会
の
所
管
だ
と
思

う
。
19
の
課
と
３
０
０
名
を
超

え
る
大
所
帯
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
の
再
編
を
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
に
負

荷
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
市
の
取
り
組
み

に
合
わ
せ
、
ベ
タ
ー
な
組
織
づ

く
り
を
考
え
て
い
く
。
る
。

横手市役所本庁舎

　
　

現
在
、
市
内
に
９
団
体
の

共
助
組
織
が
活
動
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
全
国
的
に
も
先
進

的
な
活
動
内
容
の
組
織
が
あ
る
。

市
で
は
今
後
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
組
織
を
検
討
し
て
い
く
上

で
、
共
助
組
織
の
活
動
を
地
域

に
生
か
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

　
　

新
た
な
地
域
づ
く
り
組
織

に
お
い
て
も
、
共
助
組
織
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化

や
地
域
住
民
が
安
全
安
心
に
暮

ら
す
た
め
に
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
鑑
み
、
現
行
の
補
助
金

制
度
の
見
直
し
を
含
め
、
共
助

組
織
へ
の
支
援
強
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
づ
く
り
活
動
は
地
区

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
、

継
続
し
た
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
が
方
策
は
あ
る
か
。　
　

 

　
　

県
道
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

草
刈
り
等
の
作
業
委
託
に
加
え
、

さ
ら
に
委
託
可
能
な
作
業
等
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

後
継
者
の
育
成
や
地
区
の
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横手北小学校で上演された
「創作子ども歌舞伎」

奥　山　豊　和 議員

本　間　利　博 議員

部局横断で取り組むため「マンガまちづくり対策室」を新たに設置するべきでは？

共助組織に安定的で継続的な支援が必要と考えるが

大変興味深い。そのような必要性は十分にあると思う

後継者育成・拠点施設整備等の支援を検討していく

Q

Q

A

A

連
携
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　

部
局
横
断
と
言
い
な
が
ら

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
は

反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　

地
域
と
共
に
施
設
を
つ
く

り
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。　

　
　

ソ
フ
ト
事
業
は
詰
め
切
れ

て
い
な
い
。
皆
さ
ん
か
ら
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
く
。

　
　

マ
ン
ガ
家
が
住
み
た
い
ま

ち
に
で
き
な
い
か
。
マ
ン
ガ
と

い
う
切
り
口
で
様
々
な
事
業
を

展
開
し
つ
つ
、
市
全
体
の
地
方

創
生
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　

移
住
は
大
変
興
味
深
い
。

今
後
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
模
索
し
て
い
く
。

活
性
化
の
た
め
の
支
援
は
。　

　
　

持
続
的
な
運
営
の
た
め
に

後
継
者
の
育
成
、
拠
点
づ
く
り

施
設
の
整
備
等
、
共
助
組
織
が

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

創
作
子
ど
も
歌
舞
伎
上
演

は
、
役
者
の
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
関
係
す
る
方
々
の
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
上
演
の
目
的

と
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
伝

統
を
理
解
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
育
て
、
地
域
貢

献
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
今
後
も
多
く
の
皆
様
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を

重
ね
て
い
く
。

一
般
質
問　
奥 

山　

豊 

和 

議
員
・
本 

間　

利 

博 

議
員

一
般
質
問　
加 

藤　

勝 

義 

議
員
・
佐
々
木　
　

誠 

議
員
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●
「
マ
ン
ガ
原
画
と
増
田
の
町

並
み
を
生
か
し
た
交
流
人
口
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
　

多
く
の
方
々
に
、
マ
ン
ガ

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

マ
ン
ガ
原
画
の
ア
ー
カ
イ

ブ
化
の
技
術
は
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
「
増
田
モ
デ
ル
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
マ
ン
ガ
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
市
民

に
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　

私
た
ち
は
文
化
遺
産
を
守

る
使
命
を
託
さ
れ
て
い
る
。
国

の
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
構
想
に
「
増
田
」
と
い

う
柱
を
加
え
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

増
田
の
原
画
収
蔵
機
能
を
、

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
や
明
治
大
学
と
連
携
し
進
め

て
い
く
。

　
　

こ
の
予
算
が
上
乗
せ
に
な

っ
た
の
は
、
当
初
全
く
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
工
事
が
必
要
に

な
っ
た
と
言
う
が
、
一
切
横
の

11／19、京都精華大学の吉村国際マンガ
研究センター長をお迎えし行われた講演



問

問問

答

答答答

問問

問

答答答

答答

問

問問

問問

答

答

問問問

答

答答

　
　

全
国
消
防
操
法
大
会
に
派

遣
さ
れ
る
消
防
団
幹
部
・
隊
員

と
そ
の
家
族
の
旅
費
等
を
盛
り

込
ん
だ
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
９

月
議
会
最
終
日
の
23
日
提
出
さ

れ
、
即
日
可
決
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
隊
員
の
家
族
の
旅

費
は
最
終
的
に
支
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
な
ぜ
そ
う
い
う
結
論
に

な
っ
た
の
か
。

　
　

出
場
分
団
か
ら
辞
退
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
予
算

執
行
に
至
ら
な
か
っ
た
。
議
決

さ
れ
た
予
算
を
執
行
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

市
長
自
身
が
提
出
し
、
議

会
で
も
認
め
た
予
算
を
、
自
分

で
支
出
し
な
い
な
ど
あ
り
得
な

い
。
し
か
も
そ
の
決
断
は
可
決

か
ら
わ
ず
か
４
日
後
の
27
日
の

こ
と
だ
。
こ
れ
は
９
年
以
上
議

会
に
在
籍
し
て
い
た
市
長
の
や

る
こ
と
で
は
な
い
。「
議
会
軽

視
」
で
は
な
く
「
議
会
無
視
」

だ
。
他
の
議
員
の
一
般
質
問
に

対
す
る
答
弁
を
聞
い
て
い
て
も

わ
か
る
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
い

い
訳
ば
か
り
だ
。

　

９
月
議
会
で
指
摘
し
た
保
育

所
爆
破
予
告
の
件
で
も
そ
う
だ

っ
た
。
市
長
は
何
の
指
示
も
出

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
と
う

に
知
っ
て
い
た
。
我
慢
を
続
け

て
き
た
が
限
界
だ
。

　

市
長
は
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
、

消
防
団
員
の
家
庭
を
裏
切
り
、

議
会
と
の
信
頼
関
係
は
も
は
や

全
く
な
く
な
っ
た
。

　

さ
す
が
に
今
回
は
、
何
ら
か

の
責
任
を
取
る
べ
き
だ
。

　
　

今
回
の
指
摘
を
胸
に
刻
ん

で
職
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

全国大会で10位入賞した山内消防団
の小型ポンプ操法

　
　

白
寿
園
は
昨
年
度
か
ら
入

所
待
機
者
が
大
勢
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
職
員
不
足
か
ら
利

用
率
が
低
下
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
経
営
が
赤
字
に
な
り
、

税
金
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
と
な

っ
た
。
ま
た
、
臨
時
職
員
を
募

集
し
て
も
応
募
が
な
い
こ
と
か

ら
一
連
の
負
の
連
鎖
が
続
き
、

今
年
度
も
赤
字
に
な
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
。
市
長
は
こ
れ
ま

で
現
場
を
い
か
に
把
握
し
て
指

示
を
し
て
き
た
の
か
伺
う
。　

　
　

職
員
不
足
が
続
い
て
い
る

と
把
握
し
て
き
た
。

　
　

健
康
の
丘
「
お
お
も
り
」

の
管
理
者
と
は
、
運
営
に
つ
い

て
協
議
し
て
き
た
の
か
。　
　

　
　
「
健
康
の
丘
」
の
管
理
者

で
あ
る
大
森
病
院
長
は
「
健
康

の
丘
」に
精
通
し
て
お
り
、会
っ

た
際
、
運
営
に
関
す
る
感
謝
と

引
き
続
く
業
務
へ
の
依
頼
な
ど

伝
え
て
い
る
。

　
　

市
長
に
は
責
任
者
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
言
動
を
十
分
反
省

佐　藤　誠　洋 議員

木　村　清　貴 議員

白寿園は直営を続けるのか、民間移行するのか

議決された予算を執行しない市長の責任を問う

直営を続ける

重く受け止め、職務に励んでいきたい

Q

Q

A

A

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
白
寿
園

は
直
営
を
続
け
、
現
場
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
正
職
員
を
採
用

す
べ
き
だ
。
こ
の
こ
と
が
一
連

の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

白
寿
園
は
市
の
直
営
施
設

と
し
て
介
護
を
多
く
要
す
る
方

な
ど
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
直

営
福
祉
施
設
の
必
要
性
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
職
員
採
用
に

つ
い
て
は
、
介
護
職
を
志
す
方

を
育
て
る
こ
と
も
並
行
し
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ま
た
、
報
酬
の
低
さ
に
躊
躇
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
国
へ
も
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え
る
。白寿園の外観

●
公
共
温
泉
施
設
の
在
り
方
・

再
編
方
針
に
つ
い
て

　
　

平
成
29
年
９
月
ま
で
に
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
９

施
設
の
譲
渡
条
件
の
明
示
を
。

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
公
募
要

件
等
の
検
討
作
業
を
急
い
で
い

る
。
今
現
在
、
内
容
を
お
示
し

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。

　
　

補
助
金
の
返
還
等
心
配
な

い
か
。
施
設
の
存
続
に
ど
う
担

保
を
と
る
の
か
。
ま
た
、
現
在

の
指
定
管
理
者
の
優
先
性
は
。

　
　

譲
渡
後
の
施
設
の
使
わ
れ

方
等
で
返
還
等
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
調
整
を
図
っ

て
い
く
。
施
設
の
存
続
を
担
保

す
る
た
め
に
、市
の
幹
部
職
員
、

外
部
有
識
者
を
委
員
と
す
る
審

査
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
す

る
。
現
在
の
指
定
管
理
者
に
優

先
性
の
付
与
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

各
施
設
の
敷
地
問
題
の
再

編
計
画
へ
の
影
響
は
。
統
廃
合

の
順
位
付
け
は
ど
う
な
る
。

　
　

全
施
設
の
一
斉
公
募
を
検
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えがおの丘

青　山　　　豊 議員

齋　藤　光　司 議員

農産物のブランド化、成功の見通しは？

来年３月廃止予定３施設は手続きが整っていないのでは？

３年～５年をめどに成功させる　　

住民説明が不十分であり、決定事項の説明に努める

Q

Q

A

A

　
　

そ
う
で
は
な
い
。「
農
業

所
得
の
向
上
」
は
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
。　

　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
功
の
た

め
に
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と

差
別
化
が
必
要
だ
。
タ
ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ
は
で
き
て
い
る
と
思
う

が
、
差
別
化
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

農
産
物
の
特
性
に
よ
っ
て

差
別
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　
　

税
金
を
使
っ
て
行
っ
て
い

る
事
業
に
は
「
い
つ
ま
で
」
が

必
要
だ
。
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
い
つ
ま
で
成
功
さ
せ
る
の

か
。

　
　

３
年
か
ら
５
年
を
め
ど
に

ブ
ラ
ン
ド
化
を
成
功
さ
せ
た
い
。

討
し
て
い
る
の
で
、
最
終
的
な

存
廃
判
断
、
順
位
づ
け
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。　
　

 

　
　

利
用
者
、
地
域
住
民
に
は

何
を
も
っ
て
自
分
た
ち
の
大
切

な
財
産
で
あ
る
温
泉
施
設
の
存

廃
が
決
定
さ
れ
る
か
分
か
っ
て

い
な
い
。
市
と
し
て
説
明
を
ど

の
よ
う
に
し
て
き
た
の
か
。

　
　

取
り
組
み
内
容
の
市
民
へ

の
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。
地
域
ご
と
に

住
民
説
明
会
等
を
開
催
す
る
。

　
　

唯
一
、
プ
ー
ル
施
設
を
持

つ
「
え
が
お
の
丘
」
を
何
と
か

残
せ
な
い
か
。

　

 　

市
全
体
の
プ
ー
ル
の
あ
り

様
は
、
今
一
度
検
討
を
要
す
る
。

一
般
質
問　
青  

山　
　

豊 

議
員
・
齋 

藤   

光 

司 

議
員

一
般
質
問　
佐 

藤　

誠 

洋 

議
員
・
木 

村　

清 

貴 

議
員
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市
長
が
掲
げ
る
政
策
の
柱

の
一
つ
「
農
地
山
林
を
フ
ル
活

用
」
の
中
心
で
あ
る
「
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」。
本
事
業
に

お
け
る
意
気
込
み
と
成
功
へ
の

見
通
し
を
伺
う
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
消
費
者
か

ら
認
め
ら
れ
「
選
ば
れ
続
け
る

こ
と
」「
売
れ
続
け
る
こ
と
」

と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
「
農
業
所

得
向
上
の
た
め
の
手
段
」
と
捉

え
、
目
指
す
ブ
ラ
ン
ド
を
タ
イ

プ
別
に
整
理
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
は

一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
整
備
予
定
の
地
域
価

値
創
造
拠
点
で
の
活
動
を
中
心

と
し
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
役
割
を
着
実

に
進
め
る
。

　
　

農
業
所
得
の
向
上
と
い
う

目
標
に
は
数
字
が
伴
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
関
係
資
料
に
は

４
２
０
万
円
と
い
う
数
字
が
出

て
来
る
が
、
こ
れ
が
目
標
だ
と

理
解
し
て
い
い
か
。

ブランド化を成功させるためには…
（写真は山内ニンジン）



答答答答

答答答

答

問問問問

問問問

問

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

今
年
度
の
農
地
集
積
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

今
年
度
、
出
し
手
か
ら
農
地
中
間
管

理
機
構
へ
の
異
動
は
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

ほ
ど
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
昨
年
度

は
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
て
お
り
、

昨
年
度
が
ピ
ー
ク
と
見
て
い
た
。し
か
し
、

今
年
度
も
予
想
以
上
に
集
積
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
あ
り
、
来
年
度
も
一
定
の
面
積

の
異
動
が
あ
る
も
の
と
見
て
い
る
。

　
　

増
田
地
域
へ
の
臨
時
バ
ス
な
ど
の
運

行
と
あ
わ
せ
て
、
観
光
客
に
対
す
る
お
も

て
な
し
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
が
、こ
の
点
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
地
で
あ
る
増
田
地
域
の
方
々
と
受

入
態
勢
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
々
予
定
さ
れ

て
い
る
横
手
市
観
光
連
盟
と
横
手
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の
合
同
理
事
会
に
お
い
て
、

各
業
界
で
の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
相
談

を
か
け
る
と
と
も
に
、
観
光
ガ
イ
ド
の
会

や
観
光
案
内
人
の
方
々
へ
の
協
力
の
呼
び

掛
け
や
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
案

内
な
ど
、
お
客
様
目
線
で
の
対
応
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　

 　

 

私
立
保
育
所
に
対
し
て
給
付
費
を
交

付
す
る
に
あ
た
り
、
保
育
士
給
与
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
関
す
る
指
導
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

指
導
監
査
に
よ
り
給
付
費
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。

人
件
費
と
し
て
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
割
合
も
決
ま
っ
て
い
る
が
、
一
時
金
と

す
る
の
か
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
す
る
の
か
は

法
人
の
判
断
に
な
る
。
市
と
し
て
は
、
将

来
的
な
給
与
の
安
定
の
面
か
ら
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

当
初
計
画
で
は
、
ご
み
は
減
っ
て
い

く
と
い
う
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
処
理
量

が
増
え
た
理
由
は
何
か
。

　
　

ご
み
の
排
出
量
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
建
設
前
の

過
去
５
年
間
の
処
理
実
績
と
人
口
減
少
の

影
響
も
考
慮
し
て
、
ご
み
処
理
施
設
規
模

を
決
定
し
て
い
る
。
今
年
度
上
半
期
の
処

理
実
績
か
ら
、
今
年
度
の
処
理
量
が
見
込

み
よ
り
増
え
る
と
想
定
し
て
の
補
正
と

な
っ
た
。
破
砕
し
た
粗
大
ご
み
や
再
資
源

化
ご
み
の
残ざ
ん

渣さ

な
ど
も
燃
や
し
て
い
る
た

め
、
処
理
量
が
増
え
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
施
設
稼
働
の
初
年
度
で
あ
り
、
正
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委
員
会
審
査
報
告　
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
会
審
査
報
告　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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厚生厚生厚生厚生常任委員会常任委員会常任委員会常任委員会

確
な
デ
ー
タ
の
分
析
に
は
も
う
少
し
稼
働

実
績
が
必
要
に
な
る
。

　
　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
の
ご
み
処

理
に
か
か
る
経
費
は
、
全
て
契
約
予
算
内

で
賄
わ
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
な

ぜ
そ
の
都
度
、
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
る

の
か
。

　
　

運
営
委
託
料
に
は
、
処
理
費
用
と
し

て
固
定
料
金
と
変
動
料
金
が
あ
る
。
特
に

そ
の
中
で
、
変
動
料
金
に
当
た
る
主
灰
の

発
生
量
は
、
毎
年
度
、
年
間
１
４
３
０
ト

ン
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
上
半
期
の
処
理

実
績
か
ら
、
今
年
度
は
最
大
で
１
７
３
４

ト
ン
の
主
灰
の
発
生
を
見
込
ん
で
補
正
し

た
。
一
方
で
最
終
処
分
場
へ
の
埋
め
立
て

量
が
３
分
の
１
近
く
ま
で
下
が
っ
て
い
る

と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。
毎
月
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
会
議
で
燃
え
る
ご
み
の
処
理
状
況

を
分
析
し
て
お
り
、
今
後
、
下
半
期
の
状

況
も
含
め
た
年
間
の
正
確
な
実
績
を
見
な

が
ら
、
主
灰
の
発
生
量
を
検
証
し
、
状
況

報
告
を
し
て
い
く
。

◆
横
手
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算　
　

　
　

横
手
病
院
の
駐
車
場
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
除
雪
を
含
め
た
駐
車
場
管
理
の

体
制
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
駐
車
場
管
理
は
５
名
の
職
員

◆
山
内
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ッ

ポ
あ
い
の
の
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
　

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
う
。  

　
　

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
よ
こ
て

市
商
工
会
か
ら
、
事
業
の
ス
リ
ム
化
等
に

よ
り
指
定
管
理
を
受
け
な
い
旨
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
公
募
に
よ

る
募
集
を
行
い
、「
村
さ
来
亭
」
１
団
体

か
ら
申
請
が
あ
り
、
選
定
委
員
会
の
審
査

等
を
経
て
、
候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
。

◆
陳
情
28
第
16
号   

「
え
が
お
の
丘
」
温

水
プ
ー
ル
の
存
続
に
つ
い
て

　

担
当
職
員
で
は
答
え
ら
れ
な
い
部
分
が

あ
る
と
判
断
し
、
市
長
、
副
市
長
に
出
席

を
求
め
て
審
議
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
一
般
質
問
の
答
弁
や
議

員
懇
談
会
で
の
説
明
を
鑑
み
る
と
、『
え

が
お
の
丘
』
に
あ
る
プ
ー
ル
を
残
す
と
い

う
意
味
合
い
で
受
け
取
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
陳
情
書
の
文
面
を
読
む
中
で
、
こ
れ

も
明
ら
か
に
『
え
が
お
の
丘
』
の
プ
ー
ル

の
存
続
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
市
長
、
副

市
長
の
説
明
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
『
え

が
お
の
丘
』
の
プ
ー
ル
に
関
し
て
で
は
な

く
、
市
全
体
の
プ
ー
ル
の
あ
り
様
を
言
っ

で
対
応
し
て
い
る
。
駐
車
場
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
縦
列
駐
車
が
不
要
に
な
る
た
め
、

新
し
い
駐
車
場
へ
の
配
置
換
え
な
ど
が
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
除
雪
に
関
し
て

は
、
前
年
度
と
同
様
の
体
制
で
行
う
。

◆
横
手
市
障
害
者
支
援
施
設
「
ひ
ま
わ
り

社
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

修
繕
等
の
協
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
す
る
金
額
の
上
限

等
は
定
め
て
い
な
い
。古
い
施
設
で
あ
り
、

修
繕
等
が
必
要
な
際
に
は
協
議
し
て
決
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。（

土
田　

百
合
子
）

た
内
容
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
我
々
の
認
識
と
相
反
す
る
考
え
で
あ

る
。
陳
情
書
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
内

容
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
今
後
さ
ら
に
真

意
を
問
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
陳

情
者
の
思
い
も
文
章
だ
け
で
は
判
断
で
き

な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
継
続
審
査
を

求
め
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
委
員
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
全
委
員
賛
成
（
委
員
長
除
く
）
に

よ
り
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

（
小
野　

正
伸
）

クリーンプラザよこての
運営について深い議論

「えがおの丘」の方針について
市長の真意を問う

市立横手病院駐車場取得予定地を視察ホースメーカーの㈱八興（増田）を視察

産業
建設常任委員会
産業
建設常任委員会

土田百合子　髙 橋 和 樹　菅 原 恵 悦　播 磨 博 一
土 田 祐 輝　佐 藤 誠 洋　木 村 清 貴　阿 部 正 夫

青 山　  豊　小 野 正 伸　佐々木喜一　齋 藤 光 司
加 藤 勝 義　佐々木   誠　佐 藤 清 春　塩 田  　勉

※主灰…焼却炉でごみを焼却したときに炉の底部から排出される燃えがら。

※



◆
所
管
事
務
調
査　

　

新
た
な
地
域
づ
く
り
と
し
て
試
行
さ
れ

て
い
る
、
公
民
館
の
「
地
区
交
流
セ
タ

ー
化
」。
現
在
、
14
の
公
民
館
に
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
鋭
意
、
地
区
の
運
営
、
特

色
あ
る
事
業
を
展
開
し
、
交
流
セ
ン
タ
ー

化
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
拠
点
と
も
な
る

現
存
の
14
施
設
を
所
管
事
務
調
査
で
訪
問

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
と
と
も
に

建
物
、
設
備
も
調
査
。
市
の
進
め
る
施
策

が
機
能
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
足
り
て
い

る
か
。
地
域
住
民
の
た
め
、
こ
の
成
果
を

報
告
し
、
地
域
の
活
力
を
促
し
た
い
と
委

員
全
員
が
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
（
髙
槗　

聖
悟)

　
　

契
約
時
期
は
、
議
決
後
に
速
や
か
に

相
手
会
社
と
手
続
き
し
た
い
。
空
き
公
共

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的

に
は
、
公
共
的
利
用
を
考
え
、
そ
の
用
途

が
な
け
れ
ば
、
民
間
の
利
活
用
や
、
廃
止

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

※
旧
金
沢
中
の
貸
付
料
に
つ
い
て
、
建
物

は
無
償
、
土
地
は
普
通
財
産
貸
付
料
算
定

基
準
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
の
２
分
の
１

の
額
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　　

 

　
　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
。

　
　

こ
れ
は
県
の
事
業
で
、
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
冬
期
間
に
も
積
極
的
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
で
こ
の
事
業

を
活
用
し
て
い
る
。
予
算
は
、
市
外
の
ス

キ
ー
場
に
行
く
際
の
リ
フ
ト
代
の
補
助
等

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

◆
陳
情
28
第
17
号　

福
地
小
学
校
跡
地
へ

の
福
地
地
区
拠
点
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

　

旧
福
地
小
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
当
委

員
会
で
は
、
数
年
か
け
て
議
論
を
行
っ
て

き
た
。
地
域
の
実
情
、
市
の
構
想
等
を
鑑

み
、
今
委
員
会
に
お
い
て
採
択
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

◆
都
市
公
園
条
例
及
び
社
会
体
育
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　
　

ど
こ
の
施
設
を
指
定
管
理
に
出
す
の

か
、
何
を
業
務
と
し
て
も
ら
う
の
か
具
体

的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
及
び
業
務
等
の
規
定

を
追
加
す
る
提
案
は
お
か
し
く
な
い
か
。

　
　

当
初
は
横
手
体
育
館
、
武
道
館
、
赤

坂
総
合
公
園
の
３
つ
の
施
設
と
し
て
い
た

が
、
赤
坂
総
合
公
園
は
、
管
理
基
準
を
再

度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
、

横
手
体
育
館
と
武
道
館
の
２
つ
で
進
め
て

い
る
。
民
間
活
力
を
活
用
し
て
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
に
努
め
る

と
い
う
こ
と
で
導
入
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

※
そ
の
他
、「
中
身
が
詰
ま
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
条
例
可
決
後
に
考
え
る

の
は
順
番
が
違
う
」
ま
た
、「
準
備
が
整

わ
な
い
、
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
も

の
の
提
案
は
い
か
が
か
」
な
ど
、
今
改
正

す
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
質
問
が
あ
っ
た
。

採
決
は
起
立
に
よ
り
行
い
、
出
席
者
起
立

少
数
（
賛
成
１
、
反
対
５
、
退
席
１
、
委

員
長
除
く
）
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

◆
財
産
の
無
償
貸
付
及
び
減
免
貸
付　

　
　

旧
金
沢
中
学
校
の
建
物
、
土
地
の
契

約
に
つ
い
て
。
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委
員
会
審
査
報
告　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

行
政
視
察
報
告
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芽
室
町
議
会
の
議
場
を
会
場
に
研
修

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
る

児
童
養
護
施
設
「
一
陽
」
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

　北海道の芽室町と帯広市を議会運営及び議会改
革の取り組みを目的に調査、研修をしてきました。
　芽室町では、タブレット端末の導入を含む議会
ＩＣＴ推進計画や議会と大学の連携の在り方、通
年議会制、議会サポーター制度など、議会の資質
向上に向けた取り組みを学んできました。帯広市
においては、議会報告会の他に、若者や女性、最
近では高校生など対象を絞った意見交換会の具体
例などを聞き取りしました。
　議会改革度調査 2015 ランキング全国１位の
芽室町、横手市より上位の帯広市、両議会の取り
組みは大いに参考になるものでした。

　（播磨　博一）

　新潟県新潟市で農業政策、同十日町市では雪
対策について研修しました。
　農業政策では「ニューフードバレー構想」「国
家戦略特区」「田んぼダム」についての説明をい
ただき、よこて農業創生大学の参考として農業
活性化センターを視察しました。合併により全
国トップクラスとなった農業のポテンシャルを
生かした取り組みの数々と戦略の明確さに刺激
を受けました。
　雪対策の研修では、除雪委託料の基本料金を
設定し、その７割をシーズン前に業者に支払う

「除雪基本料の前払い制度」が大いに参考になり
ました。                                    （青山　　豊）

　福井県越前市の児童養護施設「一陽」は、全
国的に設置が進んでいる「小舎制 ( しょうしゃ
せい )」の施設です。大人数が一度に食事、入
浴するといった管理型の運営ではなく、少人数
のユニットに専属の職員が配置され、家庭的な
環境の中で子どもの心のケアと、社会で生きて
いくための力をつける取り組みがされていまし
た。また、社会人になってからも実家のように
サポートを行っているとのことでした。
　このほか、金沢市の民営複合型福祉施設エリ
ア「Share( シェア ) 金沢」と、加賀市の地域包
括ケアシステムの取り組み「高齢者お達者プラ
ン」を視察しました。　　　　（菅原　惠悦）

先進事例を学ぶ先進事例を学ぶ
＝行政視察の報告＝＝行政視察の報告＝

産業建設

議会運営

厚　生

産業建設

議会運営

厚　生

産業建設

議会運営

厚　生

※議会改革度調査 2015 ランキング…早稲田大学マニフェスト研究所が実施
　した議会改革の状況調査。横手市は全国 145 位で、県内ではトップ。

答

答 答

問問

問

条例案を否決！！

市内の公民館を視察（写真は沼館公民館）

総務
文教常任委員会
総務
文教常任委員会

髙 槗 聖 悟　立身万千子　菅 原 正 志　奥 山 豊 和 
本 間 利 博　寿松木   孝　佐 藤 忠 久　遠 藤 忠 裕

※

　10月中旬から11月上旬にかけて２つの常任委
員会と議会運営委員会が下記の項目を研修しまし
た。主な内容をお知らせします。

厚生常任委員会（10/11 ～ 13）
　福井県越前市　　児童養護施設「一陽」
　石川県金沢市　　Share（シェア）金沢
　石川県加賀市　　高齢者お達者プラン（包括ケア
　　　　　　　　　プラン）、議会提案「地域医療
　　　　　　　　　を守る条例」

産業建設常任委員会（10/24 ～ 26）
　新潟県新潟市　　国家戦略特区（農業特区）、ニュ
　　　　　　　　　ーフードバレー構想、田んぼダ
　　　　　　　　　ム、農業活性化研究センター
　新潟県十日町市　除雪基本料前払い制度、冬期集
　　　　　　　　　落保安要員

議会運営委員会（10/31 ～ 11/2）
　北海道芽室町　　タブレット端末の導入、ICT 推
　　　　　　　　　進計画、北大公共政策大学院と
　　　　　　　　　の包括連携協定
　北海道帯広市　　議会改革の取り組みと議会運営
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議
員
研
修
報
告
・
Ｙ
８
サ
ミ
ッ
ト

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
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　大仙市で国際教養大学の鈴木典比古学長を講師
にお迎えし行われました。知力・体力・倫理力・リー
ダーシップ、全人力を持った 21 世紀型のグロー
バル社会で活躍できる人材を育てる国際教養大学
のリベラルアーツ教育は、国内のみならず世界中
から注目されています。同大学は、大仙市・仙北
市と連携協定を結び、多くの学生が小中学校を訪
問し、また横手市や湯沢市においても授業の一環
で地域の行事や活動に積極的に参加しているよう
で、県南４市と国際教養大学には深い絆がありま
す。これからも、観光をはじめ４市の連携で新た
な時代を共につくっていきましょう。 

（奥山　豊和）

県南地域市議会議員研修会
県
南
４
市
の
議
員
が
一
堂
に
会
す
る

　今回はご当地ヒーローの草分けである、超神ネ
イガーの生みの親、海老名保氏を講師に迎え、「秋
田から世界に発信！正義の味方の挑戦」というテー
マで講演を伺いました。海老名氏は、秋田の子ど
もたちのみならず、世界の子どもたちに「正義の
ヒーロー」の姿を見せて、夢や希望、世界平和の
心を持たせたい。それを秋田県にかほ市から発信
していきたいとのことで、タイで氏が生み出した
ヒーローによるテレビ番組が始まります。あくま
で地元を拠点で活動を行う海老名氏のような若者
が増えることを願い、また増えるように政策推進
を行わなければならない、と感じた研修でした。

（佐藤　誠洋）

秋田県市議会議長会議員研修会

地
元
を
拠
点
に
活
躍
す
る

海
老
名
氏
が
講
演

10／４

11／11
10／４

11／11

市長に質問する中学生議員

市民からのご意見等を市長（右）に手渡す
佐藤議長（中央）と遠藤広報広聴委員長（左）

　

３
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
市
当
局

側
の
立
場
で
我
々
議
員
の
質
問
に
対
し

答
弁
す
る
形
式
か
ら
一
変
、
開
会
前
の

「
横
手
市
議
会
中
学
生
議
員
任
命
式
」
に

て
佐
藤
議
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
、
市
内

８
中
学
校
の
各
代
表
３
人
が
議
員
と
い

う
立
場
で
質
問
席
に
立
ち
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
中
学
生
議
員
の
皆
さ

ん
が
市
長
と
市
当
局
に
対
し
、
横
手
市

の
現
状
と
課
題
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
住
み
や
す
い
横
手
市
に
す
る
た

め
の
政
策
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
向
け
て
生
徒
さ
ん
た

ち
は
、
自
分
た
ち
が
学
校
か
ら
社
会
に

出
た
時
に
ど
う
い
っ
た
生
き
方
を
す
べ

き
か
、
社
会
人
と
し
て
生
活
す
る
と
き

に
何
が
横
手
市
に
不
足
し
て
い
る
の
か
、

各
中
学
校
間
で
意
見
交
換
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

一
般
質
問
要
旨

●
空
き
家
及
び
空
き
地
の
有
効
活
用
に

　

よ
る
観
光
客
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て

●
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

●
地
域
行
事
の
担
い
手
不
足
の
問
題
に

　

つ
い
て

●
自
然
を
活
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

　

て
●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
多
機
能
な
体
育
館

　

の
設
備
に
つ
い
て

●
進
学
・
就
職
先
の
充
実
の
た
め
の
大

　

学
建
設
（
誘
致
）
に
つ
い
て

●
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

（
髙
橋　

和
樹
）

　平成 28 年７月に開催した「議会報告会・意見交換会」
で市民の皆さんから寄せられたご意見等を、10月17日に佐
藤議長、遠藤広報広聴委員長が、髙橋市長に報告しました。
　市に回答を求めた 31項目のうちの一部を抜粋してお知ら
せします。全文は、市議会ホームページでご覧いた
だけます。

　自分の避難場所は金沢公民館になっている
が、金沢小学校跡地に公民館が移ると遠くな
ってしまう。地域のお寺など近くて広いとこ
ろを避難場所に指定できないか。
　どこが避難場所か分からない人も多いと思
う。ゴミの集積所に「あなたの避難場所は○
○です」というような掲載をすべき。

　環境美化のお金は今年から環境美化推進員
のいる町内会に交付されることになった。そ
れは良いことだと思うが、そのお金をあてに
してごみ集積庫を修理したが、年度末でない
と交付にならないということだった。性質が
報償金であるからということだが、年度初め
交付の使い勝手の良い形に改めてほしい。

　美砂古の交差点が非常に込み合っている。
イオン方面から来る車が踏切まで続いている
のが、珍しくなくなっている。以前から柳田
の交差点と美砂古の交差点について、国道を
拡張する要望を出していた。新町から出るの
に四苦八苦しており、非常に危険だ。地域で
も話し合っていかなければいけないと思って
いるが、この点も要望として取り上げていた
だけるとありがたい。

　町内の街路灯もＬＥＤに変えたい場合、市
から補助が出るのか。この機会に町内の街路
灯もＬＥＤに変えたいという要望がある。

　観光客から「横手やきそばのおいしい店を
紹介してほしい」という問い合わせが結構あ
るが説明するものがない。観光課に行っても
パンフレットの部数がない。駅前に回されて
も同じように跳ね返されてしまい嫌な思いを
している。地域づくり協議会で、市長にもや
きそばと観光のパンフレットを一緒にしたら
どうかと提案した。外国からの観光客も増え
てきているので早急に進めていただきたい。

　地域において災害時の避難場所として寺や
広場等を利用されることは有効と考えます。
現在、ハザードマップ等の改訂を検討してお
り、総合的に検討してまいります。ごみ集積
所の利用についても有効と思われますが、集
積所により、表示プレートを設置できない場
所や積雪時の問題等もありますので、慎重に
検討していきたいと思います。

　環境美化推進員制度の活動報償金について
は、１年間の環境活動への報償として支払わ
れるものであることをご理解願います。ご要
望にありますごみ集積庫の更新や修理に関し
ては、従来より、ごみ集積庫補助金により助
成しております。

　
　美砂古交差点の改良については、交差する
市道堤美砂古線の改良計画を含めて調整を行
う必要があることから、今後調査等を行いな
がら湯沢河川国道事務所との協議を進めてま
いります。
　また、国道13号の拡幅や歩道整備につい
ても今後湯沢河川国道事務所に対して引き続
き要望を行ってまいります。

　横手市街路灯及び防犯灯設置規則に基づく
防犯灯設置等補助制度で対応可能な場合もあ
りますのでご相談ください。

　横手やきそばパンフレットについて、在庫
不足とならないように今後注意するととも
に、すぐにお渡しできなかった場合には、増
刷時にお渡しできるように対応したいと思い
ます。また、観光パンフレットと一緒にする
件については、横手やきそばのパンフレット
（簡易版）を既存の観光パンフレットに織り
込んで配布する等の対応を検討したいと思い
ます。

観　光

街路灯

交　通

環　境

避難所
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横手市議会だより  第48 号  2017 ⁄ 1 ⁄ 15 18

市
民
の
声
・
議
会
の
主
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動
き

  ３日　広報分科会
４日　広報分科会、広聴分科会、県南地域市議会議員研修会
５日　スポーツ振興議員連盟意見交換会
11日　厚生常任委員会視察研修（～13日福井県
           越前市、石川県金沢市・加賀市）
17日　総務文教常任委員会協議会、公共施設の在り方
           に関する調査特別委員会、ペーパーレス会議シ
           ステム講習会、広聴分科会、ＦＭ議会番組収録
18日　議会改革推進会議
19日　全国市議会議長会研究フォーラム in 静岡（～20日）
24日　総務文教常任委員会協議会、産業建設常任委員
           会視察研修（～26日　新潟県新潟市・十日町市）
27日　全員協議会、会派代表者会議、タブレット
           端末導入推進会議
31日　議会運営委員会視察研修（～11月2日　北海
          道芽室町・帯広市）

  ４日　ＦＭ議会番組収録
  ９日　全国市議会議長会理事会、厚生常任委員会協議会
11日　秋田県市議会議長会議員研修会
15日　総務文教常任委員会協議会
16日　Ｙ８サミット創快横手市議会、公共施設の
           在り方に関する調査特別委員会
17日　広報分科会、タブレット端末導入推進会議
21日　正副委員長会議、全員協議会、議会運営委員
           会、広聴分科会
22日　秋田県市議会議長会臨時会
24日・25日　ＦＭ議会番組収録
28日　12月定例議会（～12月14日）、議会運営委員会

  １日　広報分科会
  ５日　議会運営委員会
  ７日　議員懇談会
  ８日　総務文教常任委員会協議会
12日　正副委員長会議、議会運営委員会、公共施
           設の在り方に関する調査特別委員会、スポ
           ーツ振興議員連盟条例の検証会
13日　広報分科会、議員懇談会、総務文教常任委員会協議会
14日　議員懇談会、議会運営委員会
19日　広報分科会、ＦＭ議会番組収録
20日　タブレット端末導入推進会議視察研修
           （～21日　愛知県安城市、東京都中央区）
21日　ＦＭ議会番組収録
22日　広報分科会、消防議員連盟研修会
23日　広報分科会
27日　議員懇談会

10月

11月

12月

議会の主な動き議会の主な動き
平成28年10月～12月

  

　

12
月
６
日
に
、
山
内
小
学
校
６

年
生
の
皆
さ
ん
が
一
般
質
問
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
議
場
に
入
っ
て
く
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と
き
、
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員
礼
を
し
て
入
り
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お
は
よ

　

う
ご
ざ
い
ま
す
」
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あ
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さ
つ
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し
て
い
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で
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い
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●
意
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に
説
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が
あ
り
、
私
た

議
会
を
見
学
し
て
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　県
内
の
議
会
で
２
例
目
と
な
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
後
、
い
よ
い

よ
今
議
会
か
ら
本
格
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活

用
し
た
議
員
活
動
と
議
会
運
営
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
行
っ
た
議

員
は
、
現
在
の
定
数
に
な
っ
て
か
ら

は
過
去
最
高
の

　人
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
ペ
ー

ジ
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い

つ
も
よ
り
読
み
応
え
が
あ
る
と
思
い

ま
す
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真
愛
好
家
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皆
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に
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っ
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応
募
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さ
い
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よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
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議会を見学する山内小学校６年生の皆さん

　

ち
の
話
し
合
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で
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意

　

見
を
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●
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員
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質
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、
い
つ
解
決
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て
、
実
行
す
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つ
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の

　

か
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●
工
業
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盛
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っ
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私
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●
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良
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な
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取
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で
す
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